
新発見資料「和田維四郎
つなしろう

宛 青木周蔵
しゅうぞう

書簡」について 

〇資料名 「和田維四郎宛 青木周蔵書簡」 １点（封筒付き） 

〇資料の概要・評価について 

・この資料は、明治時代の外交官で、山県(第一次)･松方(第一次、第二次)内閣の外務

大臣を務めた青木周蔵が、福井県出身の鉱物学者・和田維四郎に宛てた書簡です。

こども歴史文化館で最近新たに入手しました。 

・書かれた年代は不明ですが、宛名が「和田局長」となっていることから、和田が農

商務省地質局長や鉱山局長を務めた 1886年（明治 19）～1893年（明治 26）のもの

と考えられます。 

・内容は、青木が入手した「鉱族」（鉱物）のうち、銀を含む可能性の高い「金鉱四種

と鉛鉱一種」を実弟に持参させるので、それらを分析して知らせてほしいというも

のです。 

・青木と和田はそれぞれドイツに留学し、また、ともに日本で設立された独逸学協会

(ドイツの学問等を研究する会)の会員となっています。両者のつながりを示す貴重

な資料です。 

・また、青木が持ち込まれた石に銀が含まれるかの分析を和田に依頼をしたことから

は、青木の関心と和田の仕事について知ることができ、和田維四郎がその発展に尽

力した近代鉱物学、その有効性が認識されていることが分かる資料といえます。 
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